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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年10月9日(2008.10.9)

【公開番号】特開2006-320503(P2006-320503A)
【公開日】平成18年11月30日(2006.11.30)
【年通号数】公開・登録公報2006-047
【出願番号】特願2005-145918(P2005-145918)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   5/04    ５１２Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月26日(2008.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、
　該筐体に取り付けた扉と、
を備え、
　前記扉は、
　遊技の結果を表示する遊技結果表示部と、
　遊技者が操作するための操作部と、
　遊技媒体が払い出される払出口と、
　前記払出口から払い出される遊技媒体を受ける遊技媒体受け部と、
　前記操作部と前記遊技媒体受け部との間に位置する腰部パネルと、
　音を出力するスピーカと、
を有し、
　前記扉に備えられた各部材のうち、複数の部材のそれぞれに備えられた振動部材と、
　遊技状況に応じて、複数の前記振動部材のいずれを振動制御するかを決定するための決
定情報を格納する情報格納手段と、
　前記決定情報に基づいて、複数の前記振動部材を振動制御する振動制御手段と、
　を備えたことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　複数の前記振動部材は、
　前記操作部を振動させて音を出力するようにした第１振動装置と、
　前記遊技媒体受け部を振動させて音を出力するようにした第２振動装置と、
　前記腰部パネルを振動させて音を出力するようにした第３振動装置と、
　からなり、
　前記情報格納手段は、遊技状況に応じた音の種別に応じて、該音を出力するために前記
スピーカ、前記第１振動装置、前記第２振動装置、又は前記第３振動装置のいずれを制御
するかを決定するための決定情報を格納し、
　前記振動制御手段は、前記決定情報に基づいて、遊技状況に応じた音を出力するために
前記スピーカ、前記第１振動装置、前記第２振動装置、又は前記第３振動装置の少なくと
もいずれか１つ以上を制御することを特徴とする請求項１記載の遊技機。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　（１）　筐体と、該筐体に取り付けた扉（例えば、後述の前面ドア２など）と、を備え
、前記扉は、遊技の結果（例えば、後述の入賞の図柄組合せなど）を表示する遊技結果表
示部（例えば、後述の液晶表示部２ｂ、後述の図柄表示領域２１Ｌ，２１Ｃ，２１Ｒなど
）と、遊技者が操作するための操作部（例えば、後述のスイッチケース２５など）と、遊
技媒体が払い出される払出口（例えば、後述のメダル払出口１５など）と、前記払出口か
ら払い出される遊技媒体（例えば、メダルなど）を受ける遊技媒体受け部（例えば、後述
のメダル受け部５など）と、前記操作部と前記遊技媒体受け部との間に位置する腰部パネ
ルと、音を出力するスピーカ（例えば、後述のスピーカ９Ｌ，８Ｒなど）と、を有し、前
記扉に備えられた各部材のうち、複数の部材のそれぞれに備えられた振動部材（例えば、
後述の停止ボタン用振動装置６１、後述のメダル受け部用振動装置６３、後述の腰部パネ
ル用振動装置６２など）と、遊技状況（例えば、後述のリールが回転する状況、後述のリ
ールが停止する状況、遊技媒体が払い出される状況など）に応じて、複数の前記振動部材
のいずれを振動制御するかを決定するための決定情報（例えば、後述の動作装置識別テー
ブルなど）を格納する情報格納手段（例えば、後述のプログラムＲＯＭ９３、後述の音源
ＲＯＭ９７など）と、前記決定情報に基づいて、複数の前記振動部材を振動制御する振動
制御手段（例えば、後述の図２４～図２６を行う手段、後述の音源ＩＣなど）と、を備え
たことを特徴とする遊技機。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　（１）記載の遊技機によれば、振動制御手段は、決定情報に基づいて複数の振動部材の
うちいずれかを制御する。したがって、遊技状況に応じて複数の振動部材のいずれかが振
動して音が出力されるため、遊技の多様性が増大し、遊技の興趣を向上させることができ
る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　（２）　複数の前記振動部材は、前記操作部を振動させて音を出力するようにした第１
振動装置（例えば、後述の停止ボタン用振動装置６１など）と、前記遊技媒体受け部を振
動させて音を出力するようにした第２振動装置（例えば、後述のメダル受け部用振動装置
６３など）と、前記腰部パネルを振動させて音を出力するようにした第３振動装置（例え
ば、後述の腰部パネル用振動装置６２など）と、からなり、前記情報格納手段は、遊技状
況に応じた音の種別に応じて、該音を出力するために前記スピーカ、前記第１振動装置、
前記第２振動装置、又は前記第３振動装置のいずれを制御するかを決定するための決定情
報を格納し、前記振動制御手段は、前記決定情報に基づいて、遊技状況に応じた音を出力
するために前記スピーカ、前記第１振動装置、前記第２振動装置、又は前記第３振動装置
の少なくともいずれか１つ以上を制御することを特徴とする請求項１記載の遊技機。
【手続補正５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　（２）記載の遊技機によれば、制御手段は、上記決定情報に基づいて、遊技状況に応じ
た音を出力するためにスピーカ、第１振動装置、第２振動装置、又は第３振動装置の少な
くともいずれか一つ以上を制御する。したがって、遊技状況に応じた音の種別に応じて、
操作部が振動してその音が出力されたり、遊技媒体受け部が振動してその音が出力された
り、腰部パネルが振動してその音が出力されたり、スピーカからその音が出力されたりす
るので、遊技の多様性が増大し、遊技の興趣を向上させることができる。
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